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仕掛ける 2011冬　-富良野冬季観光の取り組み-
Ｐ６‐７　地域活動レポート詠

夜の富良野を美しく彩るイルミネーションで元気な商店街をＰＲ

Ｐ14　ズームアップふらの　Ｐ16　消費生活・健康情報

Ｐ18　暮らしの情報

○図書館で行われた「昔ながらのお正月遊び」（１月８日）で紙相撲を楽しむ子どもたち。その他にも、

こま、お手玉、積み木、福笑いなどが用意され、遊びの道具を提供した池田幸市さん（山部）やボラン

ティアサークル「ね～びる」の高校生などが見守る中、多くの親子がなつかしい遊びの体験をしました。
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　　[ 仕掛ける ] 2011冬
-富良野冬季観光の取り組み-

特集

めまぐるしく変わる社会情勢、成長著しい中国経済、激化

する地域間競争…。そのいばらの道をひた走る富良野観光

の次なる一手とは。鍵となるのは冬。

‐
長
期
滞
在
、
閑
散
期
対
策
に
よ
る

通
年
型
観
光
地
づ
く
り
が
課
題
‐

　
市
で
は
平
成
　
年
に
　
年
間
の
計

20

１０

画
で
あ
る
富
良
野
市
観
光
振
興
計
画

を
策
定
し
、
現
在
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
農
村
を
舞
台
に
、
環
境
に

も
配
慮
し
た
観
光
と
農
業
を
基
軸
に

住
民
が
誇
り
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
が

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
「
農

村
観
光
環
境
都
市
」
を
目
指
し
、
具

体
的
戦
略
、
数
値
目
標
を
掲
げ
、
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
経
済
効
果
の
大
き
い
長
期
滞
在
や

冬
季
な
ど
の
閑
散
期
対
策
に
よ
る
通

年
型
の
滞
在
型
観
光
地
づ
く
り
が
重

点
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

‐
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
と
受
け
入

れ
体
制
の
強
化
が
急
務
‐

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
減
少
傾

向
に
あ
る
冬
場
の
観
光
客
を
増
や
す

た
め
に
は
、
平
均
滞
在
日
数
が
長
く
、

観
光
消
費
額
の
高
い
外
国
人
観
光
客

を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
誘
客
と
併
せ
て
、
受
け

入
れ
体
制
を
強
化
し
、
満
足
度
を
向

上
さ
せ
、
再
訪
し
て
も
ら
う
仕
組
み

が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
克

服
す
べ
く
官
民
一
体
と
な
っ
て
行
う

冬
季
観
光
の
『
仕
掛
け
』
を
紹
介
し

ま
す
。

写真提供／香川祐樹
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‐写真の説明‐

虚『雪華の路』全長２５０ｍの雪壁の散策路
許『スノードーム・アイスバー』
距全長２０１ｍの日本一長いスノーチュービ
ングコース
鋸１２月２３日の開村式での打ちあげ花火

一
新
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
長
２
５
０
ｍ
の
雪
壁
の
散

策
路
『
雪
華
の
路
』
は
５
ｍ
間

隔
で
工
芸
ガ
ラ
ス
を
埋
め
込

み
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
り
幻
想

的
な
森
の
中
の
雪
あ
か
り
を

演
出
し
て
い
ま
す
。
工
芸
ガ
ラ

ス
は
市
内
の
ガ
ラ
ス
作
家
山

口
一
城
さ
ん
の
指
導
の
下
、
扇

山
小
学
校
の
生
徒
た
ち
が
富

良
野
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
思
い

思
い
の
作
品
を
作
製
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
事
業
者
が

雪
壁
の
作
製
や
電
気
の
配
線

を
行
う
な
ど
観
光
関
係
者
だ

学
校
、
建
設
業
な
ど
も
協

学
校
、
建
設
業
な
ど
も
協
力力

地
域
一
体
で
取
り
組

地
域
一
体
で
取
り
組
むむ

　
今
季
、
観
光
客
に
冬
の
富
良

野
を
体
感
し
て
も
ら
う
『
ふ
ら

の
歓
寒
村
』
が
新
富
良
野
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
旧
ゴ
ル
フ
場
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
北
の
峰
地
区
な
ど

で
行
っ
て
い
た
『
ふ
ら
の
寒
々

村
』
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
、
よ
り
集
客
力
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
、
冬
季
観
光
の
目

玉
に
し
よ
う
と
運
営
体
制
も

Sightseeing in winter

Contents１
ふらの歓寒村地

域
の
力
を
結
集
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

冬
季
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
へ

け
で
な
く
地
域
一
体
と
な
っ

て
歓
寒
村
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
　
企
画
、
運
営
し
て
い
る
富
良

野
冬
季
体
験
観
光
促
進
協
議

会
の
峰
廻
会
長
は
、「
ス
キ
ー

以
外
で
も
冬
の
富
良
野
を
感

じ
て
も
ら
え
る
体
験
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
冬
の
夜
の
新
た

な
魅
力
と
し
て
、
ま
ち
場
の
観

光
関
係
者
や
学
校
、
地
元
の
事

業
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
今

年
、
歓
寒
村
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
会
場
設
営
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
う
部
分
も
多
く
、
ま
た
、

　
月
に
入
っ
て
も
雪
の
な
い

１２状
態
が
続
い
た
の
で
、
苦
労
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ひ
と
ま
ず

オ
ー
プ
ン
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
富
良
野

の
冬
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ゆ
く
ゆ

く
は
北
の
峰
地
区
と
散
策
路
で

結
ぶ
な
ど
大
き
く
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

虚

許

距 鋸

こうほう No.593

Snow night Fantasy
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国
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
３
０

０
０
万
人
を
目
標
と
し
、
国
外
へ
の

宣
伝
や
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
地

方
自
治
体
や
民
間
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
、
市
と
ふ

ら
の
観
光
協
会
で
は
、
誘
客
の
見
込

め
る
各
国
に
富
良
野
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、

旅
行
博
覧
会
へ
の
出
展
、
旅
行
会
社

へ
の
売
り
込
み
、
Ｔ
Ｖ
局
・
雑
誌
社

の
招
 聘
 な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

へ
い

　
ふ
ら
の
観
光
協
会
は
、
冬
に
多
く

訪
れ
１
週
間
以
上
の
長
期
滞
在
で
地

域
を
楽
し
む
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
観

光
客
を
呼
び
込
も
う
と
春
先
に
担
当

職
員
を
派
遣
し
、
旅
行
会
社
や
ス

ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
回
り
、
冬

の
富
良
野
を
売
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

同
協
会
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
の
下
山

セ
ン
タ
ー
長
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
ス
キ
ー
客
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
伸

び
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
景
気
が
回

復
傾
向
に
あ
り
、
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
夏
同
様
に
堅
調
に
伸
び
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

市
場
の
大
き
な
中
国
、
独
自
性

を
打
ち
出
し
宣
伝

　
外
国
人
観
光
客
の
中
で
も
取
り
分

け
中
国
は
、
そ
の
市
場
の
大
き
さ
、

経
済
の
急
成
長
な
ど
か
ら
世
界
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
国
人
観

光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、
富
良
野
美

瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
上
海
へ
の
観
光
プ
ロ

２０モ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｔ
Ｖ
局
・
雑
誌
社
な

ど
メ
デ
ィ
ア
を
招
 聘
 。
平
成
　
年
度

へ
い

２１

に
は
沿
線
６
市
町
村
の
首
長
が
地
域

を
売
り
込
む
『
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
』

を
上
海
、
北
京
に
お
い
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
の
富
良
野
地

域
を
売
り
込
む
た
め
、
昨
年
　
月
に

１２

中
国
の
旅
行
会
社
を
招
 聘
 。
中
国
の

へ
い

担
当
者
は
、「
景
色
は
綺
麗
だ
し
、
食

べ
物
も
美
味
し
く
、
癒
さ
れ
ま
し
た
。

誘
客
も
見
込
め
ま
す
。
た
だ
、
も
っ

と
独
自
性
を
打
ち
出
し
て
他
の
地
域

と
の
差
別
化
を
図
り
、
冬
は
認
知
度

が
低
い
の
で
積
極
的
に
宣
伝
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
指
摘
。早
速
、

ふ
ら
の
観
光
協
会
は
『
冬
の
富
良
野

を
１
元
（
日
本
円
で
　
円
程
度
）
で

１３

楽
し
む
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
』
を
企

画
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

周
知
。
認
知
度
を
浸
透
さ
せ
る
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
北
海
道
在
住
の
中

国
人
で
構
成
さ
れ
る
北
海
道
華
僑
華

人
連
合
会
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
ふ
ら
の
観
光
協
会
観
光
大

使
に
任
命
さ
れ
た
北
海
道
華
僑
華
人

連
合
会
副
会
長
巴
特
尓
（
バ
ー
ト
ル
）

さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
中
国
人
に
来

て
も
ら
う
こ
と
が
自
分
の
使
命
。
で

き
る
限
り
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

Contents２
外国人観光客誘致

ターゲットを定め、重点的
に売り込む。最重点地域は
中国。豪州は復調の兆し

観光大使に北海道華僑華人連合
会副会長バートルさんを任命

中国の旅行会社を招 聘 し、あまり知られていない
へい

冬の富良野を紹介（ワイン工場）

さ
ま
ざ
ま
な
冬
の
仕
掛
け

広
域
で
の
取
り
組
み
も

シャトルバス＆広域連絡バス ふらの文化交流ライブ 市民スキーリフト割引き券＆北の
峰ＺＯＮＥナイター無料シーズン券

冬に訪れる外国人観光客に対して郷土

芸能や日本文化を体験してもらう「ふら

の文化交流ライブ」

市民がより身近にスキーを楽しめるよ

う市、観光協会、スキー場が連携し、割

引券やナイター無料券を発行

北の峰地区とまちを結ぶシャトルバス

や、他地域のスキー場と結ぶスキー場間

連絡バス、他地域のイベントと結ぶ広域

連絡バスなど交通アクセスを充実させ、

観光客の満足度を向上
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外
国
人
対
応
可
能
な
人
材
を
育

成
。
銀
れ
ん
カ
ー
ド
導
入
。
受

け
入
れ
体
制
の
強
化
が
急
務

　
誘
客
と
併
せ
て
、
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
富
良
野
広
域
圏
経
済

活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
語
学

研
修
や
ガ
イ
ド
講
習
な
ど
英
語
圏
、

中
華
圏
の
外
国
人
対
応
の
で
き
る
人

材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
昨
年
　
月
か
ら
中
国
人
ス

１１

タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
情
報
発
信
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
招
 聘
 の
支
援
、
通

へ
い

訳
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
市
内
の
観
光
施
設
、
宿
泊
施

設
な
ど
約
　
施
設
で
中
国
で
大
き
な

６０

シ
ェ
ア
を
持
つ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

Sightseeing in winter

Contents３
受け入れ体制

『
銀
れ
ん
カ
ー
ド
』
の
決
済
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
冬
季
観
光
の
核
で
あ
る
ス
キ
ー
場
。

趣
味
の
多
様
化
や
子
ど
も
た
ち
の
雪

離
れ
に
よ
る
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
は

富
良
野
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
に
安

心
し
て
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
富
良
野
ス
キ
ー
場
は
、
特
に
外

国
人
ス
キ
ー
客
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
々
が

ス
キ
ー
場
を
選
択
す
る
際
の
重
要
な

要
素
に
託
児
室
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

『
子
ど
も
た
ち
の
雪
離
れ
』
と
『
ス

キ
ー
客
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
誘
客
』

の
２
つ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
今

季
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
嶋
ア
カ
デ

ミ
ー
が
雪
遊
び
を
メ
イ
ン
に
行
う
雪

の
保
育
園
『
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
』
を
開

設
し
ま
し
た
。
小
嶋
代
表
は
、「
富
良

野
ス
キ
ー
場
の
協
力
の
下
、
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
ス
キ
ー

学
校
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
意

見
を
出
し
合
い
、
連
携
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
役
割
は
底
辺

を
広
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
各
団
体
と

手
を
取
り
合
い
、
ス
キ
ー
場
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
、

徐
々
に
国
際
化
に
向
け
た
体
制
が

整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　『
農
村
観
光
環
境
都
市
』
を
目
指
す

富
良
野
。
観
光
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
温
か
く
迎
え
入

れ
る
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。

雪の保育園を開設。子どもの雪離
れ対策、ファミリー層の誘客へ。
各スキー学校との連携体制も

雪の保育園『キッズパーク』。外国人スキー客に対応し、英
語のできるスタッフが常駐。地元の方も大歓迎

ニュージーランドから講師を
招き、スキーのガイド講習

銀れんカード決済システ
ム。市内約６０施設で導入

スキーホストボランティア

当初は英語をほとんど話せな

かったのですが、やっている内に

話せるようになりました。勉強し

たことを活かせる場が近くにあ

るのは大きいですね。色々な国の

方々と交流できるので楽しいで

すよ。今はファミリーやシニアの

スキー客が多く、スキーはもちろ

んですが地元の私たちとの交流

も楽しんでいるようです。楽しい

外国人スキー客をボランティアでガイドする

大石博美さん  (女性)　平成１７年の発足当初から在籍。年に１０回ほどガイドを行う。

のでスキーの好きな方はぜひ一

緒にやりませんか。

　
「
冬
季
観
光
に
つ
い
て
は
ス

キ
ー
場
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
併
せ

て
、ス
キ
ー
を
し
な
い
方
に
ど
う

や
っ
て
冬
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
か
が
重
要
で
す
。そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
が
歓
寒
村
。
目
玉
と

な
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
に

育
て
上
げ
、
地
域
全
体
に
観
光
客

を
呼
び
込
み
ま
す
。
ま
た
、こ
う

い
っ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で

情
報
発
信
が
不
十
分
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は
観
光
パ

社団法人ふらの観光協会　

会田系伍  専務理事　

ン
フ
レ
ッ
ト
以
外
に
イ
ベ
ン
ト

や
交
通
、
お
得
な
情
報
な
ど
を
掲

載
し
た
冊
子
を
宿
泊
施
設
全
室

に
配
置
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
発
信
も
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。
情
報
の
共
有
と

い
う
部
分
で
も
現
在
、
観
光
関
係

団
体
の
事
務
レ
ベ
ル
で
戦
略
会

議
を
行
い
横
断
的
な
情
報
共
有

が
で
き
て
い
ま
す
。
国
外
の
関
係

は
中
国
経
済
の
急
成
長
な
ど
、
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
情
勢

の
中
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
い

て
は
置
い
て
い
か
れ
ま
す
。
走
り

な
が
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
よ
り
、

走
り
な
が
ら
考
え
る
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
詠

夜
の
富
良
野
を
美
し
く

夜
の
富
良
野
を
美
し
く
彩彩

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
でで

元
気
な
商
店
街
を
P

元
気
な
商
店
街
を
P
RR

■
五
条
商
店
会
■

　
富
良
野
の
中
心
街
の
夜
を
美
し

く
彩
る
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
―
。
昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
合
わ
せ
て
五
条
通
り
を
電
飾

で
飾
っ
た
の
は
五
条
商
店
会
（
水

間
英
文
会
長
）。
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
が
運
営
す
る
フ
ラ
ノ
・
マ
ル

シ
ェ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
企
画

に
合
わ
せ
る
形
で
計
画
し
、
持
ち

前
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
短
期

間
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
五
条
商
店
会
は
、
初
売
り
な
ど

年
に
数
回
行
う
セ
ー
ル
に
抽
選
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
織
り
込
み
集

客
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
単
発
で
行

う
の
で
は
な
く
、
小
さ
く
て
も
楽

し
い
企
画
を
数
多
く
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
を
行
う
事
業
委

員
会
の
元
委
員
長
で
、
現
在
は
商

店
会
副
会
長
と
し
て
若
手
の
牽
引

役
を
務
め
る
紅
屋
薬
局
の
菅
原
さ

ん
。
事
業
委
員
会
は
、
元
気
な
五

条
通
を
発
信
し
続
け
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
こ
こ
数
年
で
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」「
五
条
お
宝
探
し
」「
七

夕
ま
つ
り
」
と
矢
継
ぎ
早
に
新
た

な
企
画
を
繰
り
出
し
、
多
く
の
賑

わ
い
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」
の
参
加
者
は
毎
年
増

え
続
け
、
昨
年
は
５
０
０
人
も
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
水
間
会
長
は
、「
少
し
で
も
街
に

足
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
、
事
業

ホワイトイルミネーションがきれいに並ぶ五条通り商店街

　
冬
に
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
に
郷
土
芸
能
や

日
本
文
化
を
体
験
し
て

も
ら
う
「
ふ
ら
の
文
化
交

流
ラ
イ
ブ
」（
ふ
ら
の
観

光
協
会
主
催
）
に
地
元
よ

さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
『
ふ
ら

の
舞
花
（
布
施
明
美
代

表
）』
が
出
演
し
、
躍
動

的
な
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
を
披
露
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ふ
ら
の
舞
花
は
結
成

　
年
目
。
よ
さ
こ
い
ソ
ー

１５ラ
ン
祭
り
で
は
『
　
回
出

１０

場
表
彰
』
な
ど
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
メ
ン

バ
ー
は
　
人
程
で
す
が
、
布
施
さ

１０

ん
は
、「
家
族
ぐ
る
み
で
と
て
も
仲

良
く
や
っ
て
い
ま
す
。
人
数
は
少

な
い
で
す
が
、
結
婚
や
転
勤
な
ど

で
抜
け
て
い
っ
た
仲
間
た
ち
も

色
々
な
形
で
協
力
、
応
援
し
て
く

れ
て
心
強
い
で
す
」
と
話
し
、
メ

ン
バ
ー
以
外
に
も
支
え
合
う
仲
間

が
多
く
い
る
そ
う
で
す
。

　
活
動
は
幅
広
く
、
中
学
生
へ
の

踊
り
の
指
導
や
社
会
福
祉
施
設
へ

の
慰
問
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
結
成
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
坂
本
さ
ん
は
、「
オ
フ
ァ
ー
が

あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行
き
ま
す
。

過
去
に
は
修
学
旅
行
生
や
観
光
ツ

共に舞い、気持ちつ共に舞い、気持ちつなな
がる。演舞は華麗にがる。演舞は華麗に、、
活動は細く長く活動は細く長く。。

「ふらの文化交流ライブ」で演舞するふらの舞花■ふらの 舞花 ■
まいはな
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委
員
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に

後
押
し
し
て
い
ま
す
が
、　

店
舗

５９

の
会
員
中
、
物
販
の
店
舗
は
少
な

く
、
セ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
が
売
上

に
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と

も
現
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る

一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

「
今
は
と
に
か
く
人
が
行
き
交
う
、

住
ん
で
い
て
も
楽
し
い
通
り
に
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
賑
わ
い
を
保
つ
こ
と
に
重

き
を
お
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ

を
核
と
す
る
新
た
な
再
開
発
事
業

に
も
目
配
せ
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
元
気
な
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

観
光
客
を
含
め
た
お
客
さ
ん
が
少

し
で
も
中
心
街
に
足
を
向
け
て
も

ら
え
れ
ば
と
期
待
を
す
る
五
条
商

店
会
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
中
心

市
街
地
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
了

す
る
２
月
下
旬
ま
で
点
灯
さ
せ
る

予
定
だ
そ
う
で
す
。

美枝さん

ア
ー
の
宴
席
、
と
き
に
は
雪
の
上

で
や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」

と
活
動
を
振
り
返
り
、
ま
た
、「
一

緒
に
踊
る
こ
と
で
踊
り
手
同
士
の

気
持
ち
が
つ
な
が
る
ん
で
す
。
見

る
よ
り
も
断
然
踊
っ
た
方
が
い
い
。

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ス
発

散
に
も
な
り
ま
す
よ
」
と
よ
さ
こ

い
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
布
施
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
中
心

に
細
く
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
演
舞
後
の
控
え
室
に
は
ま
だ
少

し
熱
を
帯
び
た
メ
ン
バ
ー
の
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。人

　
富
良
野
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
社
員
食
堂
と
し
て
昨
年
７
月
　２５

日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
話
題
を
呼
ん

で
い
る
へ
そ
市
場
食
堂
「
す
ず
か

け
」
で
、
美
味
し
い
料
理
を
提
供

し
て
い
る
の
は
高
谷
さ
ん
夫
妻
。

　
ご
主
人
の
啓
司
さ
ん
は
、
妹
背

牛
町
出
身
の
　
歳
。
札
幌
の
調
理

３４

師
専
門
学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
生

か
し
、
旭
川
市
の
飲
食
店
に
勤
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
支
店
の
オ
ー
プ

ン
を
任
さ
れ
、
店
長
と
し
て
富
良

野
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
麓
郷
の
親
戚
宅
に
は
幼
少
期

に
何
度
も
来
て
お
り
、
妹
背
牛
よ

り
田
舎
だ
と
思
っ
て
い
た
啓
司
さ

ん
。「
ま
さ
か
住
む
こ
と
に
な
る
と

は
…
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
奥
さ
ん
の
美
枝
さ
ん
は
、
長
野

県
出
身
　
歳
。
高
校
生
の
と
き
に

３６

見
た
倉
本
聰
さ
ん
の
舞
台
「
今
日
、

悲
別
で
」
に
感
動
し
、
高
校
３
年

の
と
き
富
良
野
塾
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
、
高
倍
率
の
難
関

地元のみなさんに支えられて成長するお店に

良野に

を
見
事
合
格
。　

期
生
と
し
て
２

１０

年
間
の
塾
生
活
を
経
験
し
ま
し
た
。

塾
長
だ
っ
た
倉
本
さ
ん
と
は
最
近

で
も
親
交
が
あ
り
、「
優
し
い
時

間
」
や
「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
に
も

出
演
し
て
い
ま
す
。

　
５
年
前
、「
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
」
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し
て
い
た
美

枝
さ
ん
の
番
組
に
、
啓
司
さ
ん
が

自
分
の
お
店
の
紹
介
を
兼
ね
て
出

演
し
た
の
が
二
人
の
出
会
い
。
そ

の
後
、
急
速
に
距
離
を
縮
め
結
婚

に
至
り
ま
し
た
。

　
時
が
経
ち
、
啓
司
さ
ん
が
そ
ろ

そ
ろ
違
う
形
で
飲
食
店
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
ろ
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
市
場
の
関
係
者
か

ら
新
し
い
店
舗
の
計
画
に
つ
い
て

話
を
受
け
快
諾
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
の
「
朝
市
定
食
」「
す
ず
か

け
定
食
」「
富
良
野
塾
定
食
」
な
ど

は
、「
市
場
の
社
員
食
堂
を
開
放
し

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
従

い
、
夫
婦
で
提
案
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
店
名
の
「
す
ず
か
け
」
は
、

美
枝
さ
ん
が
倉
本
さ
ん
に
声
を
か

け
て
命
名
し
て
も
ら
い
、
看
板
の

字
も
直
接
書
い
て
い
た
だ
い
た
そ

う
で
す
。

　
開
店
直
後
の
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
忙
し
さ
を
夫
婦
で
支
え
な

が
ら
乗
り
切
り
、
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
啓
司

さ
ん
は
「
観
光
客
よ
り
高
齢
者
や

作
業
員
な
ど
地
元
の
方
の
利
用
が

多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い

誤
算
で
し
た
」
と
住
民
に
支
え
ら

れ
て
お
店
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
今
後
も
「
市
場
ら
し
さ
と
住
民

と
の
接
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
長

く
愛
さ
れ
る
お
店
に
す
る
た
め
に

努
力
し
た
い
」
と
、
順
風
に
乗
り

な
が
ら
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け

走
り
続
け
る
高
谷
さ
ん
夫
妻
。
だ

か
ら
こ
そ
た
ま
の
休
み
に
は
、
ま

だ
小
さ
な
２
人
の
お
子
さ
ん
と
の

時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
も
お
店
も
「
す
ず
か
け
」

の
木
の
よ
う
に
大
き
く
力
強
く
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
。

移る

富穎

安くて新鮮で美味しいと評判のへそ市場食堂「すず
かけ」で調理を担当する高谷さん夫妻。

高谷 啓司さん
 

春日町

た か や け い じ

み　  え
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市政
アラカルト

２月ＦＥＢＲＵＡＲＹ

地
デ
ジ
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
支
援
に
つ
い
て

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
、
そ
の
対
象
を
、「
N
H
K
放

送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」
に
加
え
て
、

「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
に
拡
大
し
ま

す
。

虚
新
た
な
支
援
の
対
象
は
？

　
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

て
い
な
い
世
帯
で
、「
世
帯
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
の
世
帯
」
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
支
援
を
受
け
る
に
は
N
H
K
と

の
放
送
受
信
契
約
が
必
要
で
す
が
、
ま
だ

契
約
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
支
援
申

込
み
以
降
に
速
や
か
に
契
約
し
て
く
だ
さ

い
。

許
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は
？

　
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
1
台
を
無
償
で
配

送
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

方
法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、
ア
ン

テ
ナ
改
修
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
）

距
申
込
方
法
は
？

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
総
務
省
 地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
企
画
振
興

課
（
市
役
所
２
階
）
と
福
祉
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
に
は
、「
世
帯
全
員
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
」
と
「
世
帯
全
員
分

の
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。

鋸
問
合
せ

【
支
援
制
度
に
つ
い
て
】

噛
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー

拶
0
5
7
0
‐
0
2
3
7
2
4

噛
企
画
振
興
課
　
拶
3
9
‐
2
3
0
4

噛
福
祉
課
　
拶
3
9
‐
2
2
1
1

※
N
H
K
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
世
帯

に
は
、
専
用
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

【
N
H
K
の
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て
】

噛
N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

拶
0
5
7
0
‐
0
7
7
0
7
7

育
英
基
金
に
つ
い
て

応
募
資
格

　
経
済
的
理
由
で
学
資
の
負
担
が
困
難
で
、

学
校
長
が
成
績
優
秀
・
素
行
善
良
で
推
薦

す
る
方
（
親
権
者
か
こ
れ
に
代
わ
る
方
が

市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

応
募
手
続

　
３
月
　
日
鰹金 
ま
で
に
学
校
教
育
課
（
図

１８

書
館
３
階
）
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
富
良
野
市
育
英
基
金

貸
与
額
（
月
額
）

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
８
千
円

　
高
等
専
門
学
校
生
　
１
万
２
千
円

　
大
学
生
　
　
　
　
　
１
万
５
千
円

入
学
準
備
金

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

　
高
等
専
門
学
校
生
　
１
万
２
千
円

　
大
学
生
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

※
貸
与
は
無
利
子
で
、
卒
業
後
に
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
戸
倉
育
英
基
金

給
付
額

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

　
高
等
専
門
学
校
生
　
　
　
４
万
円

　
大
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

鰹問 
学
校
教
育
課
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
へ
通
う
お
子
さ

ん
の
学
用
品
代
や
、
給
食
費
な
ど
を
援
助

し
て
い
ま
す
。
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
学
校
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

虚
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
次
の
措
置

を
受
け
た
方

噛
個
人
の
事
業
税
の
減
免
、
市
民
税
の
非

課
税
・
減
免
、
固
定
資
産
税
の
減
免
（
た

だ
し
、
住
宅
の
新
築
に
よ
る
も
の
は
除
き

ま
す
）

噛
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た
は
徴
収

の
猶
予

噛
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免

噛
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
（
母
子
家
庭
な

ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
）

噛
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

許
収
入
の
少
な
い
方
及
び
災
害
、
病
気
、

失
業
、
事
故
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
、
学

費
の
負
担
が
困
難
な
方

距
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
有
す
る

日
雇
労
働
者
、
ま
た
は
職
業
安
定
所
登
録

日
雇
労
働
者
の
方

鰹問 
学
校
教
育
課
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

市
が
所
有
す
る
建
築
物
の
耐

震
診
断
結
果

　
市
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
化
に
取
り
組

む
た
め
、
平
成
　
年
３
月
に
「
富
良
野
市

２０

耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、
現
在
、

国
の
補
助
を
利
用
し
な
が
ら
、
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
昭
和
　
年
の
建
築
基
準
法

５６

改
正
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た

も
の
は
現
行
法
規
に
よ
る
耐
震
性
を
満
た
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し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
市
が

所
有
す
る
特
定
建
築
物
（
「
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
る

多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
）
の
耐
震

化
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
耐
震
診
断
（
２
次
診
断
以

上
）
を
実
施
し
た
次
の
４
施
設
（
４
棟
）

に
つ
い
て
、
診
断
結
果
な
ど
を
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
市
役
所
本
庁
舎

　
耐
震
性
不
足
。

●
富
良
野
小
学
校
校
舎

　
耐
震
性
あ
り
。

●
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
  サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　
耐
震
性
不
足
の
た
め
、
平
成
　
年
度
に

２１

改
修
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
耐
震
性
不
足
の
た
め
、
平
成
　
年
度
に

２３

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
い
内
容
は
、
都
市
建
築
課
に
問

い
合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

２
月
　
日
か
ら
山
部
市
街
地

２８

区
の
住
所
が
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
山
部
市
街
地
区
の
住
所
の

表
し
方
は
、

虚
通
り
に
よ
る
表
記
（
字
山
部
市
街
地
○

条
通
北
（
南
）
○
丁
目
）

許
土
地
の
地
番
を
用
い
て
の
表
記
（
字
山

部
市
街
予
定
地
○
番
○
、
字
山
部
○
番
○
）

距
字
山
部
東
○
線
○
番
地

な
ど
複
数
存
在
し
、
家
屋
の
所
在
が
非
常

に
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
し
く

「
５
つ
の
町
名
」
を
設
定
し
、
「
富
良
野
市

山
部
○
町
○
番
○
号
」
と
、
分
か
り
や
す

い
住
所
表
示
に
変
更
し
ま
す
。

　
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
住
所
の
表
示
が

変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
時
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
住
居
表
示
の
内
容

虚
新
し
い
町
名

　
頭
に
山
部
を
付
け
た
５
つ
の
町
名
を
新

設
し
ま
す
。

噛
山
部
東
町
（
や
ま
べ
ひ
が
し
ま
ち
）

噛
山
部
中
町
（
や
ま
べ
な
か
ま
ち
）

噛
山
部
南
町
（
や
ま
べ
み
な
み
ま
ち
）

噛
山
部
北
町
（
や
ま
べ
き
た
ま
ち
）

噛
山
部
西
町
（
や
ま
べ
に
し
ま
ち
）

許
対
象
区
域

　
山
部
市
街
地
区
で
あ
る
町
内
会
（
１
町

内
～
　
町
内
）
に
所
属
す
る
世
帯
（
一
部

１３

除
く
）・
事
務
所
に
、
隣
接
す
る
世
帯
・
事

務
所
を
加
え
た
区
域
。

距
新
し
い
住
所
の
表
示

　
町
の
区
域
を
細
分
し
「
街
区
」
を
定
め
、

そ
の
角
に
は
「
街
区
表
示
板
（
山
部
○
町

○
番
）」
を
電
柱
な
ど
に
取
り
付
け
、
住
宅
・

事
業
所
な
ど
の
玄
関
に
は
「
住
居
番
号
表

示
板
（
山
部
○
町
○
‐
○
）」
を
取
り
付
け

ま
す
。

●
お
願
い

虚
郵
便
番
号
の
変
更

　
新
住
所
の
設
定
と
あ
わ
せ
、
郵
便
番
号

も
町
ご
と
に
新
設
と
な
り
ま
す
。

噛
山
部
北
町
　
０
７
９
‐
１
５
６
２

噛
山
部
東
町
　
０
７
９
‐
１
５
６
３

噛
山
部
中
町
　
０
７
９
‐
１
５
６
４

噛
山
部
南
町
　
０
７
９
‐
１
５
６
５

噛
山
部
西
町
　
０
７
９
‐
１
５
６
６

※
「
０
７
９
‐
１
５
６
１
」
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。

許
町
内
名
の
表
記
に
つ
い
て

　
町
内
会
は
従
来
の
と
お
り
で
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
内
名
（
1
町
内
か
ら
　13

町
内
の
町
内
会
名
称
）
の
住
所
表
記
に
つ

い
て
は
、
今
後
は
新
し
い
住
所
へ
の
統
一

を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
市
民
環
境
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
１
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テーマ

５年後、１０年後５年後、１０年後のの
地域コミュニティを考え  地域コミュニティを考えるる

～～ここれれかかららののままちちづづくくりりとと町町内内会会・・連連合合会会・・市市民民活活動動～～

＜テーマの主旨＞

　「第５次富良野市総合計画」の策定にあたり、今、町内会、自治

会、連合町内会の活動で何が起こっているのか？地域での生活は

どのようになっているのか？これからどんな地域をめざせばよい

のか？めざす地域を実現するためには何が必要か？など意見交換

しました。

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て

【
質
問
】 
無
縁
社
会
と
な
っ
て
く

る
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

今
の
ス
タ
イ
ル
で
継
続
し
て
い
く

の
が
良
い
の
か
。
ま
た
、
地
縁
を

守
っ
て
い
く
方
策
は
な
い
か
。

【
回
答
】 
来
年
度
か
ら
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
員
を
増
や

し
ま
す
。
推
進
員
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
足
り
な
い
も
の
を
補
い
、

地
域
と
行
政
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

活
動
し
ま
す
。

【
意
見
】 
ま
ち
づ
く
り
に
は
若
い

世
代
の
熱
意
が
必
要
。
地
域
活
性

化
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
な
ど
、
若
者
の
育
成
を
。

【
回
答
】 
若
い
人
が
定
着
す
る
た

め
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
新
た

な
産
業
や
企
業
立
地
な
ど
で
働
く

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

【
質
問
】 
町
も
　
年
以
上
経
つ
と

40

高
齢
化
、
一
人
世
帯
、
空
家
が
増

え
て
い
る
。
行
政
の
考
え
方
は
。

【
回
答
】 
富
良
野
に
住
み
た
い
と

い
う
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
移

住
対
策
協
議
会
で
は
住
宅
の
紹
介
、

お
試
し
暮
し
住
宅
な
ど
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
移

住
も
含
め
空
家
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

【
意
見
】 
大
人
が
あ
い
さ
つ
し
な

い
で
、
子
ど
も
だ
け
に
要
求
し
て

も
だ
め
。
お
互
い
の
声
か
け
が
大

切
。
民
生
委
員
で
高
齢
者
、
独
居

者
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
が
活
用
は
ま
だ
先
。
カ
ー
テ
ン
、

電
気
な
ど
を
見
て
も
ら
い
、
何
か

あ
れ
ば
民
生
委
員
に
連
絡
を
お
願

い
し
た
い
。

【
回
答
】 
民
生
委
員
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
内

会
で
葬
儀
を
や
ら
な
く
な
り
、
連

帯
感
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
連
合
会
、
町
内
会
の
取
り

組
み
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

市
長
と
語
ろ
う

地
域
懇
談
会
の
結
果

 貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

11月に市内5会場で市

長と語ろう地域懇談会

を開催しました。今年は、

現在策定を進めている

「新たな総合計画」の概

要をスライドで説明し、

将来のまちづくりに向

け意見交換をおこない

ました。懇談会で出され

た質問、意見と市の考え

方について概要をお知

らせします。

地域懇談会の記録の全

文はホームページ、行政

情報コーナー、山部・東

山支所、文化会館、図書

館で公表しています。

地域懇談会に関する
問い合わせ

企画振興課

拶３９‐２３０４

山部会場の様子
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■
福
祉
に
つ
い
て

【
質
問
】 
高
齢
者
の
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
交
通
の

問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】 
地
域
で
支
え
あ
う
仕
組

み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
東
山
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
ー
を
地
域
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

【
要
望
】 
民
生
委
員
の
推
薦
に
あ

た
り
、
年
齢
制
限
の
見
直
し
を
考

え
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】 
初
任
の
年
齢
制
限
は
　65

歳
ま
で
、
再
任
は
　
歳
ま
で
と
国

75

で
定
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
な
り

手
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
選

出
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
国
に

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

【
質
問
】 
農
業
後
継
者
支
援
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
具
体
的
に
聞
き

た
い
。

【
回
答
】 
虚
制
度
的
支
援
許
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
距
農
業
者
自
身

の
意
識
改
革
鋸
農
業
生
産
法
人
化

漁
輸
入
自
由
化
の
影
響
へ
の
対
応

禦
資
金
面
で
の
支
援

【
質
問
】 
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
影
響
で
、

大
き
な
農
業
被
害
を
受
け
、
今
後

も
懸
念
さ
れ
る
。
排
水
側
溝
の
整

備
に
対
す
る
市
の
補
助
は
な
い
か
。

【
回
答
】 
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
営
農
を
続
け
る
意
欲
が
出

る
よ
う
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

排
水
対
策
と
し
て
暗
渠
排
水
の
方

法
も
あ
る
の
で
、
土
地
改
良
区
と

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
振
興
に
つ
い
て

【
質
問
】 
観
光
名
所
に
な
っ
て
い

た
木
が
あ
っ
た
が
、
観
光
客
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
所
有
者
が
伐
採

し
て
し
ま
っ
た
。
景
観
を
守
る
た

め
の
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】 
景
観
は
長
い
期
間
を
経

て
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
。
個
人

財
産
で
あ
れ
ば
市
で
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
環
境
を
守
る

た
め
検
討
し
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】 
防
犯
灯
の
修
繕
や
蛾
の

発
生
に
よ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
へ
の

交
換
に
対
す
る
助
成
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】 
防
犯
灯
取
替
の
調
査
を

し
て
年
次
別
に
補
助
を
し
ま
す
。

【
質
問
】 
通
学
路
の
安
全
の
た
め

道
路
の
側
線
を
引
い
て
も
ら
っ
た

が
数
年
で
消
え
る
。
予
算
が
十
分

に
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】 
交
通
量
に
応
じ
優
先
順

位
を
決
め
、
毎
年
全
体
の
4
分
の

1
程
度
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪

に
よ
り
削
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
予

算
が
多
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
要
望
】 
高
齢
化
が
進
み
、
駅
の

階
段
の
上
り
下
り
が
大
変
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て

ほ
し
い
。

【
回
答
】 
既
存
の
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ

ジ
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
に
行
け
る
方

法
が
と
れ
な
い
か
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
教
育
に
つ
い
て

【
質
問
】 
学
力
の
地
域
格
差
が
問

題
。
地
理
的
条
件
に
よ
り
同
じ
こ

と
を
し
て
も
経
費
が
か
か
る
。
穴

埋
め
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】 
行
政
と
地
域
が
一
体
と

な
り
、
格
差
の
問
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
意
見
】 
全
国
的
に
ス
キ
ー
人
口

が
減
る
中
、
市
内
で
も
ス
キ
ー
授

業
が
減
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
を
通

し
て
心
身
健
康
に
な
る
。
ス
キ
ー

授
業
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
。

【
回
答
】 
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
た
生
徒
も
い
ま
す
。

地
元
開
催
の
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
を
見
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
学
校
と
連
携
し
て
ス
キ
ー

を
広
め
て
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他

【
質
問
】 
外
国
人
に
よ
る
森
林
購

入
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
増
え
て
い

る
が
、
法
律
で
は
仕
方
が
な
い
の

か
。
行
政
の
対
応
は
。

【
回
答
】 
道
内
各
地
で
買
収
が
進

み
、
規
制
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
お

り
、
実
態
把
握
に
努
め
ま
す
。

「
保
育
所
の
年
末
年
始
の
休
み
に
つ
い
て
」

　
保
育
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
年
明
け
1
月
5
日
ま
で
と
長
く
、

子
ど
も
を
預
け
る
場
所
に
毎
年
苦
労
し
て
い
る
。
一
般
企
業
で
は

休
み
も
少
な
く
、
年
始
か
ら
有
給
休
暇
も
取
れ
な
い
な
ど
、
実
際

に
困
っ
て
い
る
保
護
者
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
、
せ
め
て
4
日

か
ら
は
開
所
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
休
日
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
保
育
料
の
減
額
措
置
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
　
答
】

　
市
立
保
育
所
の
年
末
年
始
の
休
日
は
、
富
良
野
市
立
保
育
所
運

営
規
定
に
よ
り
　
月
　
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
と
定
め
て
実
施
し

１２

３１

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
保
護
者
な
ど
か
ら
年
明
け
の
早
期
開
所

に
つ
い
て
の
要
望
は
、
直
接
に
は
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年

度
実
施
し
た
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
回
答
数
６
１
１
人
の
う
ち
、　

人
（
２
・
５

１５

％
）
の
方
が
、
ほ
ぼ
毎
週
の
休
日
保
育
の
利
用
を
希
望
し
て
お
り
、

社
会
情
勢
や
お
正
月
の
生
活
様
式
が
変
化
す
る
中
で
、
年
末
年
始

に
お
け
る
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
休
暇
は
、
親
と
子
の
絆
を
深
め
る
上
か
ら
も
、
で

き
る
限
り
親
も
長
期
休
暇
の
と
れ
る
環
境
が
望
ま
れ
ま
す
。
現
在
、

国
で
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
少
子

化
が
進
む
中
で
、
中
央
、
麻
町
の
認
可
保
育
所
の
再
編
整
備
な
ど
、

子
育
て
環
境
の
向
上
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

保
育
所
の
年
末
年
始
の
休
日
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民

声声
の
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の運営等の状況について

国 家 公 務 員富 良 野 市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合

３０.５５月分２３.５０月分３０.５５月分２３.５０月分勤続２０年

４１.３４月分３３.５０月分４１.３４月分３３.５０月分勤続２５年

５９.２８月分４７.５０月分５９.２８月分４７.５０月分勤続３５年

５９.２８月分５９.２８月分５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

主　　な　　内　　容名 称

陰配偶者　１３,０００円
隠配偶者以外の扶養親族　1人6,０００円
韻１５歳～２２歳までの子　1人5,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円
隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給
隠交通用具利用者
　2～5灼未満　2,０００円
　5灼以上　往復距離×２０円×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

支給総額　４,１５６万円[平成２１年度]（前年度3,７０８万円）
１人当たり年額　１６２,３５２円[平成２１年度]（前年度１４４,８４３円）

時 間 外
手 当

主な増減理由増減
職　員　数

部　門
２１年２２年

55議　会

業務増１５８５９総　務

事務統廃合・縮小▲1１３１２税　務

事務統廃合・縮小▲２５８５６民　生

事務統廃合・縮小▲２３６３４衛　生

22労　働

事務統廃合・縮小▲1１８１７農林水産

７7商　工

２０２０土　木

事務統廃合・縮小▲１３９３８教　育

▲６２５６２５０一般会計小計

77水　道

77下水道

99ワイン事業

17１７その他

４０４０企業会計等小計

▲６２９６２９０合　計

国家公務員富　良　野　市
区分

勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当

0.７０月分1.２５月分0.９１0.７０月分1.２５月分６月

0.７０月分1.５０月分0.９４0.７０月分1.５０月分１２月

1.４０月分２.７５月分1.４０月分２.７５月分計

　期 末 手 当　月　額区　分

支給割合

６月期　１.９５月分
１２月期　2.２０月分
　計　　4.１５月分

７３０,８００円市　長
給
　
料

５９６,７００円副市長

５１８,４００円教育長

支給割合

６月期　1.４５月分
１２月期　1.６５月分
　計　　3.１０月分

３８２,０００円議　長
報
　
酬

３３７,０００円副議長

３１０,０００円議　員

平均年齢平均給与月額区　分

４４歳7カ月
４０９,１３２円
（３３９,７００円）

一般行政職

初　任　給区　　分

１７１,３００円大学卒一　般
行政職 １３９,３００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　与　費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　料

６３０万
7,４００円

１５億
7,６８５万円

３億
9,２２４万円

1億
5,４５３万円

１０億
3,００８万円

２５０人

前年度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ

歳出決算額
Ａ

人　口

２１.5%１８.３%
  ２２億
4,６０３万円 

 １２２億
4,２１０万円 

２４,２７０人

鰹問 総務課 拶39‐2300

繋人件費の状況（平成２１年度一般会計決算）

１.人口は、住民基本台帳（平成２２.3.３１現在）によります。

２.人件費には、一般職のほか市長や副市長などの常勤特別職

に支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれ

ます。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

罫職員給与の状況（平成２２年度一般会計予算）

１.手当には、管理職・寒冷地・住居・通勤・時間外手当が含

まれます。

２.給与費は、特別職も含まれます。

茎初任給（平成２２年4月1日現在）

荊職員の平均給与月額の状況（平成２２年4月1日現在）

給与には、給料のほか手当（期末・勤勉・寒冷地・退職手当

を除く）が含まれます。※（　）内は平均給料月額

蛍特別職の給料・報酬（平成２２年4月1日現在）

計期末勤勉手当の支給割合（平成２２年4月1日現在）

詣退職手当の支給割合（平成２２年4月1日現在）

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入

２.平成２１年度一人当たり平均支給額（全職種）　2,３３７万円

警その他の手当（平成２２年4月1日現在）

軽部門別職員数の状況（平成２２年4月1日現在）

職員数は、一般職の職員数であり、休職者を含み、特別職（3

役）、臨時・非常勤職員を除きます。

職員給与・手当の状況
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　　   富良野市人事行政 
　地方公務員法第５８条の２及び富良野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づ

き、平成２１年度の富良野市の人事行政運営の概要及び公平委員会の業務の状況を次のとおり公表します。

　人事行政とは、市職員の任免、給与、勤務条件など市職員に適用される基準などの全般をいいます。

最　終
合格者数

受験者数採用者数試験区分区　分

1人２人1人看護教員一般行政職

1人２人1人言語聴覚士一般行政職

課任免及び職員数に関する状況

職員の採用に関する状況（平成２１年度採用分）

合　計その他
自己都合
退　職

勧奨退職定年退職

１３人ー２人2人９人

３８時間４５分（月曜～金曜）１週間の勤務時間

７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）１日の勤務時間

６０分（１２時～１３時）休憩時間

取得率
平均使用
日　数

対象職員数総使用日数付与日数

３１.7％１２.5日２９４人3,688日11,618日

訓告など免職停職減給戒告処　分　理　由

４－－－－法令に違反した場合

１－－－－
職務上の義務に違反し
又は職務を怠った場合

研　修　内　容受講者数研 修 名

市行政の運営に必要な基礎的知
識の習得

1人新規採用者研修

指導能力、地方公務員法など３３人
北海道自治政策
研修センター

メンタルヘルスについて４０人職員研修会

先進地視察（道内・道外）、
接遇応対マナーなど

１３人自己研修

許可人数申請人数区　　　　分

ーー報酬を得て事業または事務に従事する場合

ーー自ら営利を目的とする場合

３３その他

受診者数健 康 診 断 の 種 類

２２９人総合健診（人間ドック）

８０人定期健康診断（嘱託職員含む）

６６人ＶＤＴ作業従事者健診

平成２１年度

職員の退職に関する状況（平成２１年度）

職員数について

　右頁 軽部門別職員数の状況を参照ください

嘩給与の状況

　右頁 繋人件費の状況～警その他の手当を参照ください

貨勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の勤務時間の状況（平成２１年度）

（注）特別な形態での勤務が必要な職員は、上記以外の時間

帯で勤務をしています。

年次有給休暇

　職員の年次有給休暇は、一の年につき２０日付与され、翌年

に２０日を限度として繰り越しができます。（一の年につき最

高４０日付与）

年次有給休暇の取得状況（平成２１年分）

育児休業の取得状況（平成２１年度）

　女性職員７人が取得。（平成２０年度からの継続者を含む）

介護休暇の取得状況（平成２１年度）

　介護休暇の取得者はいませんでした。

迦職員の分限及び懲戒処分の状況

分限処分者数（平成２１年度）

　平成２１年度は、心身の故障による分限処分で１人が休職し

ています。また、懲戒処分については、次のとおりです。な

お懲戒処分までには至らない義務違反で、口頭（厳重注意）

及び書面（訓告）による処分があります。

過服務の状況

職員の営利企業などの従事制限について（平成２１年度）

職員の服務規律保持のための取り組み状況

　交通事故防止と飲酒運転厳禁について、衆議院議員総選挙

における地方公務員の服務規律の厳守について、年末年始に

おける厳正な服務規律の確保についてなど

霞職員の研修の状況（平成２１年度）

蚊職員の福祉及び利益の保護の状況

健康診断の状況（平成２１年度）

公務災害の認定件数の状況（平成２１年度）

　公務災害の認定はありませんでした。

職員福利厚生会の状況（平成２１年6月1日～平成２２年5月３１日）

　職員福利厚生会は、地方公務員法第４２条の規定により、相

互扶助の精神に基づいて会員の親睦・福祉を図り、会員の文

化・教養・保健体育に関する事業などを実施しており、会員

（職員）の会費及び市の交付金などで運営されています。

　○会員数３１１人（一部事務組合を含む）○総事業費１２,７１１千円

　○市の交付金2,９９０千円

俄公平委員会の業務の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況（平成２１年度）

　勤務条件に関する措置の要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成２１年度）

　不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

苦情相談処理の状況（平成２１年度）

　苦情相談処理はありませんでした。
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農
業
の
６
次
産
業
化
（
農
業
な
ど

の
第
一
次
産
業
が
食
品
加
工
や
流

通
販
売
に
も
業
務
展
開
す
る
経
営

の
多
角
化
）
を
推
進
す
る
た
め
、「
農

商
工
連
携
・
地
産
地
消
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
１
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間

１３

１４

に
渡
り
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
日
目
は
、
地
産
地
消
倶
楽
部
か

ら
、
「
地
元
産
食
材
を
応
援
し
て
い

る
お
店
」
と
し
て
認
定
す
る
グ
リ
ー

ン
フ
ラ
ッ
グ
制
度
の
取
り
組
み
状

況
の
報
告
と
「
農
と
消
費
者
の
新
し

い
関
係
」
と
題
し
て
野
菜
ソ
ム
リ
エ

で
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ
ー
の
土
上
明

子
さ
ん
の
講
演
、
農
商
工
連
携
に
関

す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て
中
小
企

業
整
備
基
盤
機
構
北
海
道
支
部
の

大
熊
一
精
さ
ん
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
土
上
さ

ん
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
話
に
も
触
れ
、
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
７
割
の
農
業

者
が
廃
業
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

国
内
の
良
い
も
の
を
買
う
、
食
べ
る

と
い
う
機
運
を
高
め
て
い
く
な
ど

消
費
者
に
お
い
て
も
国
内
の
野
菜

を
守
る
働
き
か
け
が
必
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
農
業
者
の
営
業
力
な

ど
の
向
上
を
図
る
「
経
営
能
力
向
上

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
」
と

農
業
者
と
飲
食
店
な
ど
の
商
談
会

が
開
催
さ
れ
、　
の
農
業
関
係
団
体

１３

が
出
展
し
、
来
場
者
と
意
見
交
換
や

商
談
を
行
い
ま
し
た
。
出
展
し
た
山

部
の
農
家
女
性
団
体
「
ほ
っ
と
マ
マ

味
噌
ク
ラ
ブ
」
の
関
係
者
は
「
今
年

は
、
手
作
り
の
味
噌
を
フ
ラ
ノ
・
マ

ル
シ
ェ
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

広
く
周
知
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
商
談
会
に
参
加
し
て
、
さ

ら
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

農
業
の
６
次
産
業
化
、
経
営
の
多
角
化
で
地
力
向
上

農
業
の
６
次
産
業
化
、
経
営
の
多
角
化
で
地
力
向
上
へへ

農
商
工
連
携
・
地
産
地
消
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

農業者と飲食店などのマッチング商談会

野菜ソムリエ土上さんの講演

本正義さん（富良野市連合遺族会

会長）が、戦没者遺族の援護事業

功労者として、厚生労働大臣表彰を受賞

しました。東京霞ヶ関の中央合同庁舎で

開催された表彰式には、都合で参加する

ことができず、１２月２２日に市長から代理

で表彰状が手渡されました。長年にわた

り遺族会の要職を歴任し、活躍してきた

功績が認められての受賞。今回受賞した

のは全国で６４人、うち全道で３人。

森本さんが厚生労働大臣表彰を受賞

森

寒さも吹き飛ばす勇ましい行進。出初式

民の生命と財産を守る消防署の

仕事始めの恒例行事「出初式」が

１月７日に行われ、消防関係者１５０人が

出席しました。消防団員や消防自動車の

行進を多くの来賓が観閲する中、悪天候

にもかかわらず、相生通りの沿道に見学

に来ていた子どもたちは歓声を上げて

いました。その後、文化会館で式典が行

われ、永年勤続などの対象者に、感謝状

や表彰状が贈呈されました。

住
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アイスワイン用ぶどう収穫。製品は１２月に

点下１７℃ までに達した１月１２日、

清水山のワイン工場のほ場でアイ

スワイン用ぶどうを収穫しました。ワイ

ン工場職員のほか、ボランティアで市内

外のワイン愛好家らも駆けつけ、１７人で

５８５キロのぶどうを収穫。ワイン工場亀

渕業務課長は、「最高の気象条件の中、

無事収穫することができました。今年の

１２月には美味しいアイスワインをお届

けできると思います」と話していました。

氷

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

占冠村

露天風呂を満喫！

　アルファリゾート・トマムＶＩ
Ｚスパハウスの露天風呂「木林の
湯」が好評です。トマムの美しい
森に囲まれたこの露天風呂は、ス
キーやスノーボードで疲れた体を
癒してくれます。体はポカポカ温
かいのに、髪の毛が凍ってしまっ
てもご愛敬。おかげでのぼせにく
く、ゆったりとお湯に浸かること
ができます。ぜひトマムで温まっ
てみませんか？

鰹問 企画商工課　　　拶５６‐２１２４

南富良野町

かなやま湖冬の風物詩「氷上ワカサギ釣り」

　かなやま湖のワカサギ釣りシー
ズンが到来しました。町では釣り
場の管理などを行っていませんの
で、釣りをされる方は氷の厚さや
周辺の状況を十分ご確認のうえ、
安全に注意して行ってください。
寒さが厳しくなるこれからが本番
です。ぜひお越しください。

鰹問 産業振興課   　　　拶5２‐２１７８

上富良野町

第４７回かみふらの雪まつり

　雪のステージでは様々なイベン
ト、広場では冬ならではのスノー
モビル・ゴムボートの乗車体験を
行います。花火の打ち上げが開始
の合図！！ぜひ足を運んでみてく
ださい。

と　き　2月１２日鰹土  １０:００～

ところ　日の出公園特設会場

鰹問 運営委員会事務局　 拶45-６９８３

中富良野町
自慢の地酒が大集合！

なかふらの地酒まつり

　会場では地元の原料を使用した
純米酒・吟醸酒やワイン、ビール、
手作りのおいしい料理も取り揃え、
また、歌謡ショー・抽選会などの
イベントもお楽しみください。

と　き　2月２５日鰹金  午後６時～

ところ　農村環境改善センター

チケット　1,500円（当日券あり）

鰹問 ＪＡふらの中富良野支所　拶44－２２１３

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

「幸福の
　　布ぞうり」

中田 和子さん
（北の峰町）

着物やふろしき

をリメイクした

エコ草履です。

テレビ番組や本

を見ながら独学

で習得しました。

友人や主人に協

力してもらいな

がら作製してい

ます。

成人２００人が集い、１月９日、文化

会館で成人式が行われました。式

典では、成人代表の３人が「はたちの誓

い」を宣誓。小野純平さんは「４月から

富良野に戻って農業を継ぎ、恩返しをし

ていきたい」と後継者としての力強い決

意を述べました。お祝いに披露された郷

土芸能の「富良野獅子舞」では、メンバー

の新成人が客席からステージに上がり、

一緒に踊る楽しい一幕もありました。

新成人 希望を胸に第一歩。富良野市成人式

新
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消費者相談 Ｑ＆Ａ

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

ネガティブ・オプション　 　　（５０代 女性）

消費者相談・ダイヤル交換市は

架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６

 　月～金  午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　注文した覚えのない商品が小包で送られてきま

　　　した。中には代金の請求書と手紙が入っており、

「購入しないときは商品を返送してください。返送しな

い場合は購入するものとみなします」と書いてありま

す。購入するつもりはありませんが、私がお金を払っ

て返送しないといけないのでしょうか。

　　　販売業者から一方的に商品が送りつけられただ

　　　けで、商品の申し込みも、承諾もしていない場

合は契約が成立していません。したがって代金を支払

う必要はありませんし、勝手に送りつけられた商品で

すから返還する義務もないと考えられます。しかし、

商品の所有権はあくまでも送ってきた事業者にありま

すので、勝手に処分することもできません。このよう

に一方的に商品を送りつけることをネガティブ・オプ

ションといい、法律では商品が送られた日から１４日間

を過ぎると、事業者は商品の返還を請求できなくなる

と定めています。くわしくはセンターへ相談ください。

また、近年の相談の中には贈答品でありながら、イン

ターネットからの申し込みのため送り主が事業者とな

り、悪質な送りつけによる詐欺ではないかという相談

も増えています。春には進学・就職のお返しなどで小

包を送る機会が増えると思います。せっかくの贈り物

が迷子にならないよう、送る側の配慮をお願いします。

Ｑ

A

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

金３００万円藤野　和紀さん

金２万円北川　清さん

金３万円堀　　忠さん

博物館へ

及川　寅男さん（上富良野町）

　コウライキジ  はく製　１点

　ウミガラス  はく製　　１点

Ｑハンガーは、何ごみになりますか？

 譲
り
ま
す
 

捌
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
（
シ
ン
グ
ル
）
捌
カ
テ
ー
テ

ル
付
吸
引
機
捌
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
捌
子
ど

も
用
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
（
　
イ
ン

２４

チ
）
捌
入
学
式
用
服
（
女
子
１
２
０
㎝
）
捌
ラ

ン
ド
セ
ル
（
紺
色
）
捌
 雛
 飾
り
（
５
段
）
捌
介

ひ
な

護
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
捌
ベ
ビ
ー
バ
ス
捌

歩
行
器
捌
座
卓
長
テ
ー
ブ
ル
捌
事
務
用
イ
ス

捌
洋
ダ
ン
ス
捌
マ
ル
チ
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
和
装
用
ボ
デ
ィ
捌
ち
ゃ
ぶ
台
（
丸
型
）
捌
子

ど
も
用
一
輪
車
捌
西
中
学
校
制
服
（
女
子
）
捌

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
捌
ベ
ビ
ー

カ
ー
（
乳
児
用
）

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

Ａ
金属類になります。危険のないよう厚紙などで包み、カミソ

リ（または刃物）と記して無色透明袋に入れて排出してくだ

さい。

Ｑカミソリは、何ごみになりますか？

Ａ
プラスチック製のハンガーは固形燃料ごみになります。

木製・プラスチック製のハンガーで一部金属製のものや、針

金のハンガーは金属類になります。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

●耳鼻咽喉科の救急疾患について禦

の
ど
の
症
状
「
異
物
」

　
の
ど
に
食
べ
物
と
は
違
う
も
の

が
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、

咽
頭
異
物
と
い
い
ま
す
。

　
魚
の
骨
の
こ
と
が
一
番
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
幼
児
に

多
い
硬
貨
・
ボ
タ
ン
型
電
池
、
高

齢
者
に
見
ら
れ
る
義
歯
・
Ｐ
Ｔ
Ｐ

包
装
（
錠
剤
の
入
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
包
装
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

●
魚
の
骨
が
の
ど
に
刺
さ
っ
た
ら

ご
飯
を
飲
む
？

　
魚
骨
に
つ
い
て
は
、
さ
ん
ま
・

い
わ
し
・
う
な
ぎ
・
さ
ば
な
ど
、

身
と
小
骨
を
一
緒
に
飲
み
込
み
や

す
い
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
小
骨
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
場
合
で
、
痛
み
も
そ
れ

ほ
ど
強
く
な
く
、
痛
み
の
場
所
が

左
右
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
て
い
る
場

合
は
、
扁
桃
腺
に
刺
さ
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
翌
日
の
受
診

で
も
問
題
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
大
き

い
骨
で
の
ど

の
奥
が
痛
い

場
合
な
ど
は
、

救
急
外
来
の

受
診
が
必
要

で
す
。

　
注
意
点
と
し
て
、
ご
飯
の
丸
呑

み
は
有
効
的
な
方
法
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、

か
え
っ
て
深
く
刺
さ
っ
た
り
、
刺

さ
っ
た
場
所
の
粘
膜
が
は
れ
あ

が
っ
た
り
し
て
、
発
見
し
に
く
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
魚
の
骨
以
外
の
異
物
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
の
も
の
も
救
急
外
来

の
受
診
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

電
話
な
ど
で
救
急
外
来
受
診
が
必

要
か
ど
う
か
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
と
め

　
耳
鼻
咽
喉
科
に
関
係
す
る
救
急

疾
患
の
対
応
の
た
め
に
、
ご
家
庭

で
の
判
断
の
助
け
に
な
れ
ば
と
、

６
回
に
わ
た
り
（
隔
月
で
）
連
載

し
て
き
ま
し
た
。

　
何
か
あ
っ
て
も
あ
わ
て
ず
に
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
無

理
に
我
慢
す
る
こ
と
な
く
救
急
外

来
な
ど
に
電
話
で
相
談
し
て
み
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
普

段
の
耳
鼻
咽
喉
科
受
診
の
際
に
も
、

困
っ
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
を
聞

い
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

富良野医師会　理事　林　浩　先生

二人二人でで
かぼちゃのお手伝い!かぼちゃのお手伝い !??
しとしとピッチャン?しとしとピッチャン ???

由利由利　晴斗 晴  斗 さんさん　(３歳）(３歳）

はるはる とと

　　　杏奈 杏  奈 さんさん　(１歳）(１歳）

あんあん なな

麓　　　　　　　　　麓郷郷

パパちゃパパちゃんん
だいしゅ　だいしゅきき

田中田中　杏 杏 さんさん
ああんん

　　　　　(３カ月(３カ月））　

南麻　　　　　南麻町町
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
お
早
め
に
！

　
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減

ら
し
た
実
績
か
ら
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
条
例
に

よ
り
５
月
　
日
ま
で
に
設
置
し
な

３１

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
と
数
カ

月
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
早
め

に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
を
悪
用
し

て
不
適
切
な
価
格
で
販
売
し
た
り
、

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」
な

ど
と
、
装
っ
て
販
売
す
る
業
者
が

現
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
消

防
職
員
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

な
ど
を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

富
良
野
消
防
署拶

２
３
‐
５
１
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
登

記
事
項
証
明
書
な
ど
の
請

求
手
続
き
を
終
了
し
ま
す

　
富
良
野
郵
便
局
に
設
置
し
て
い

る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
登
記
事

項
証
明
書
な
ど
の
請
求
手
続
き
を
、

本
年
３
月
　
日
鰹木 
で
終
了
し
ま
す
。

３１

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
に
代
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
」
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹金 

１８

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
大
会
議
室

※
個
人
・
企
業
な
ど
、
資
格
は
問

い
ま
せ
ん
。
参
加
費
、
予
約
は
不

要
で
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
と
は

　
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
ご
自
宅
な
ど
か
ら
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
、
手
数
料
も
お
安
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
事
項

な
ど
、
登
記
情
報
の
確
認
で
あ
れ

ば
、
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

鰹問 
旭
川
地
方
法
務
局

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
１

市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
保
健
福
祉
推
進

市
民
会
議
委
員
の
募
集

委
員
の
任
務
　
総
合
的
な
保
健
福

祉
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
審

議
。

募
集
人
員

噛
第
１
号
被
保
険
者

（
　
歳
以
上
）
２
人

６５

噛
第
２
号
被
保
険
者

（
　
歳
～
　
歳
未
満
）
２
人

４０

６５

募
集
期
限
　
３
月
　
日
鰹木 
ま
で

３１

応
募
条
件
　
２
カ
月
に
１
回
程
度

の
会
議
に
出
席
可
能
な
市
民

任
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
　
酬
　
１
回
の
会
議
に
つ
き
２

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日・１１日鰹金 ・２５日鰹金 ２月の休館日

２階展示ホール

　山部小学校書道展
　　　２月１日鰹火 ～２０日鰹日 

２階多目的ホール

　おはなし会
　　　２月１２日鰹土  午前１０時３０分

　英語のおはなし会
　　　２月１９日鰹土  午前１０時３０分

１階おはなしコーナー

　どんぐりおはなし会
　　　毎週水曜日 午後３時

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

７
５
０
円
。
片
道
５
キ
ロ
以
上
で

交
通
費
あ
り
。

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募

の
動
機
を
記
入
し
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
申
込
先

介
護
保
険
課
（
富
良
野
市
弥
生
町

１
‐
３
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

k
a
ig
o
-k

電
子
メ
ー
ル
　
 
 
  
 
  a

 @
c
ity
.

 
 
   
 

fu
ra
n
o
.h
o
k
k
a
id
o
.j

  
  
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  

p

 

拶
３
９
‐
２
２
５
５

思
３
９
‐
２
２
２
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

の
実
施
予
告

●
富
良
野
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い

て

図書館だより図書館だより

広告①

☆新着本の紹介☆

●児童書　チェブラーシカ ／ エドゥアルド・ウスペンスキー

　　　　　わたしのパパ ／ ダイアン・ディズニー

　　　　　ぶたパリへいく ／ ユリア・ヴォリ

●一般書　どがんね ／ 佐保 圭

　　　　　こぶとり食堂 ／ ピストン西沢

　やんちゃ、茶目っけ、

負けず嫌い、家族だけが

知る神宮のヒーロー、斎

藤佑樹の本当の姿とは。

誰にも明かさなかった

ヒーローの苦悩と、成長

の物語を母が綴る「エ

デュー」連載に加筆し書

籍化。

はばたけ、佑樹
斎藤　しづ子

今今月月

 注目の本注目の本 !!
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セ
ー
ジ
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
富
良
野
駅
前
の
リ
バ
ー
モ
ー
ル

に
幻
想
的
な
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り

が
灯
り
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹土 
・
　
日
鰹日 

１２

１３

　
　
　
　
午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ

噛
メ
イ
ン
会
場
／
富
良
野
駅
前
リ

バ
ー
モ
ー
ル
、
ふ
ら
っ
と
（
１
階

ホ
ー
ル
）

噛
協
賛
会
場
／
寿
光
園
、
フ
ラ
ノ

寶
亭
瑠
、
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
、
フ
ラ

ノ
・
マ
ル
シ
ェ
、
ワ
イ
ン
工
場
、

北
の
峯
学
園
栄
町
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

内
　
容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
、
ラ

イ
ブ
演
奏
会
な
ど

※
ラ
イ
ブ
演
奏
は
「
ふ
ら
っ
と
」

内
、
及
び
「
ふ
ら
っ
と
」
周
辺
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
仄
仄
ゆ
き
あ
か
り
実
行

委
員
会
（
タ
カ
ラ
ヤ
時
計
店
）

拶
２
２
‐
２
５
３
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

全
市
高
齢
者
親
睦
囲
碁
大
会

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹金 

２５

　
　
　
　
受
付
午
前
９
時
　
分
～

３０

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
お
お
む

ね
　
歳
以
上
の
方

６０
参
加
料
　
８
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）
※
当
日
支
払
い

競
技
方
法
　
４
局
打
ち
切
り

入
　
賞
　
６
位
ま
で

申
込
み
　
２
月
　
日
鰹月 
ま
で
に
直

２１

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

広告②広告③

さ
い
。

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

拶
２
２
‐
２
０
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
ふ
ら
の
少
年
少
女
合
唱
団
の
定

期
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹土 

２６

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
開
場

４５

　
　
　
　
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

※
入
場
無
料

●
団
員
募
集

　
現
在
、
市
内
の
小
学
生
　
人
で

２４

活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

と
　
き
　
毎
週
水
曜
日

　
　
午
後
４
時
　
分
～
６
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
富
良
野
小
学
校

鰹問 
西
尾
さ
ん

拶
０
９
０
‐
５
９
８
３
‐
１
０
１
２

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
　
   

嘱
託
職
員
募
集

応
募
資
格
　
市
民
も
し
く
は
市
内

に
居
住
可
能
な
方
で
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

虚
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

方許
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

意
見
募
集
期
間

　
２
月
　
日
鰹火 
～
３
月
７
日
鰹月 

１５

鰹問 
企
画
振
興
課拶

３
９
‐
２
３
０
４

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
の
冬
を
楽
し
も
う
！

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
サ
ー
カ
ス
　

　
２
０
１
１
　
V
o
l
・
６
」

　
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
サ
ー
カ
ス
」
は
、

寒
く
て
長
い
北
海
道
の
冬
を
楽
し

む
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
芸
術

事
業
）
で
す
。

　
「
雪
」
を
つ
か
っ
た
ラ
ン
ド
ア
ー

ト
（
美
術
作
品
）
を
作
家
が
デ
ザ

イ
ン
し
、
地
域
の
方
が
制
作
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
真
っ
白
な

雪
景
色
に
現
れ
る
ラ
ン
ド
ア
ー
ト

や
映
像
を
各
会
場
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹土 
・
　
日
鰹日 

１２

１３

　
　
　
　
午
後
５
時
～
８
時

と
こ
ろ

噛
旭
川
市
西
神
楽
／
夢
民
村
　
農

村
カ
フ
ェ
  Ｍ
ｕ
ｕ
（
ム
ー
）
会
場

噛
東
神
楽
町
／
森
の
ゆ
ホ
テ
ル
花

神
楽
会
場

噛
美
瑛
町
／
J
R
美
瑛
駅
裏
特
設

会
場

噛
上
富
良
野
町
／
深
山
峠
会
場

（
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
前
）

噛
上
富
良
野
町
／
見
晴
台
公
園
会

場
（
観
音
様
向
か
い
駐
車
場
）

噛
占
冠
村
ト
マ
ム
／
ア
ル
フ
ァ
リ

ゾ
ー
ト
・

ト
マ
ム
ア

イ
ス
ビ
レ

ッ
ジ
会
場

噛
道
央
自

動
車
道
／

砂
川
サ
ー

ビ
ス
エ
リ

ア
会
場
（
上
り
札
幌
方
向
）

そ
の
他

噛
最
新
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
（
「
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
　
大
雪
・

富
良
野
ル
ー
ト
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
）

噛
旭
川
発
着
の
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

も
あ
り
ま
す
。
（
要
予
約
）

●
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
は

　
景
観
の
形
容
詞
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
」

と
、
わ
き
道
・
よ
り
道
を
意
味
す

る
「
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
で
す
。

　
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
景
観

や
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
地
域
の

魅
力
を
道
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
個
性

的
な
地
域
、
美
し
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
施
策
で
す
。

鰹問 
大
雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
担
当
／
芝
崎
）

拶
０
１
６
６
‐
３
５
‐
５
７
３
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
 仄
  仄
 ゆ
き
あ
か
り

ほ
の
 
ぼ
の

～
ふ
ら
の
を
灯
せ
ば
…
地
球
が

　
灯
る
っ
て
皆
で
信
じ
よ
う
よ
～

　
冬
を
楽
し
み
な
が
ら
自
然
や
環

境
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
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距
療
育
指
導
に
対
し
、
必
要
な
知
識
・

経
験
が
あ
る
方

採
用
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日
～

２３

平
成
　
年
３
月
　
日

２４

３１

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

勤
務
先
　
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー

（
富
良
野
市
末
広
町
　
‐
　
）

２４

１５

勤
務
内
容
　
心
身
及
び
こ
と
ば
の
発

達
に
障
が
い
ま
た
は
遅
れ
の
疑
い
の

あ
る
乳
幼
児
に
対
し
、
基
本
的
生
活

習
慣
の
確
立
、
知
的
発
達
、
運
動
発

達
及
び
こ
と
ば
の
発
達
指
導
を
行
う
。

賃
　
金
　
月
額
１
３
３
４
０
０
円

労
働
条
件
　
有
給
休
暇
・
夏
季
休
暇
・

忌
引
休
暇
あ
り
、
雇
用
保
険
加
入
、

２
㎞
以
上
通
勤
手
当
あ
り

応
募
方
法

　
こ
ど
も
未
来
課
、
ま
た
は
こ
ど
も

通
園
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
票
に
よ

り
、
２
月
　
日
鰹月 
ま
で
に
提
出
ま
た

２８

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接
試
験

（
３
月
上
旬
を
予
定
）

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
役
所
臨
時
職
員
募
集

　
臨
時
職
員
の
採
用
予
定
者
の
登
録

を
行
い
ま
す
。

職
　
種
　
一
般
事
務
職
、
技
能
職
（
保

健
師
、
看
護
師
、
保
育
士
な
ど
）、
労

務
職
（
草
刈
な
ど
）
の
補
助
員

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
市
民

雇
用
期
間
　

　
１
カ
月
以
上
（
最
長
　
カ
月
）

１２

採
用
方
法
　
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採
用
し
ま

す
。（
登
録
期
間
内
に
採
用
と
な
ら
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ま
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年
３
月
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市
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ム
ペ
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ジ
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ロ
ー
ド
で
き
ま
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に
必
要
事
項
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記
入
し
、
２
月
　
日
鰹金 
ま
で
に
提
出

２５

し
て
く
だ
さ
い
。
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０
０
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錦
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８
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）

平
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年
３
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Ｄ
Ｋ
　
１
戸
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●
一
般
世
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（
単
身
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居
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能
住
宅
）

東
山
団
地
（
東
山
）

昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
２
戸

５２

受
付
期
間
　
２
月
７
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１８

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ

り
決
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申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収
入

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

規　格　１種広告　縦５cm×横９cm

　　　　２種広告　縦５cm×横１８cm

募集枠数　８枠（１種広告換算）

　※２種広告を申し込まれる場合は２枠使用します。

掲載位置　暮らしの情報全４ページの一部（掲載位置

については、富良野市ホームページまたは企画振興課

まで問い合わせください）

掲載期間　広報５月号～１０月号

掲載料　１種広告　６カ月　108,000円

　　　　２種広告　６カ月　216,000円

申込み　２月２５日鰹金 までに、申込書、広告案（申込者

が作成）、市税等納税証明書、登記簿謄本写しなど所定

の書類を添えて申し込みください。

選定方法　枠数を超えた場合は抽選とします。

優先順位

虚公共性の高い内容の広告 

許市内に事業所を有するものの広告

距その他広告として掲載することが適当であると総務

部長が認めた広告 

鋸２種広告の申込みを１種広告に優先

※くわしくは、企画振興課まで問い合わせください。

　富良野市ホームページにも掲載しています。

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

　行財政改革の一環として、市役所で使用する「共用

封筒」の寄付を募集します。

規　格

虚長形３号封筒（Ａ４用紙三つ折りが入るサイズ）

許角形２号封筒（Ａ４サイズがそのまま入るサイズ）

※表面は印刷なし。裏面に広告と注意文を掲載します。

封筒の形質　
虚色　クラフト（茶）封筒

許形状　スミ貼型

距封筒の厚さ

　・長形３号封筒＝７０ｇ/㎡

　・角形２号封筒＝８５ｇ/㎡

広告枠

虚長形３号封筒　縦１０cm×横１０cm（最大）

許角形２号封筒　縦１５cm×横２１cm（最大）

　広告枠内で、広告を封筒の裏側下半分に印刷し、市

に寄付するものとします。

掲載できない広告

　法令などに違反するもの、またはそのおそれがある

もの、政治性・宗教性があるもの、名刺広告など。

申込み　２月２８日鰹月 までに、申込書に必要事項を記入

し、総務課まで郵送または持参してください。

※くわしくは、総務課まで問い合わせください。また、

市ホームページにも掲載しています。

問合先／郵送先

　０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号

　富良野市総務部総務課総務法制係　拶３９‐２３００

「広報ふらの」有料広告募集のお知らせ

「広告付き共用封筒」寄付募集のお知らせ
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年年金金だだよよりり 座振替での一年払い・６カ月払いを希望される方は、ご

利用の金融機関・旭川年金事務所へお申し込みください。

　なお、平成２３年度年金保険料の一年払い・６ヶ月払い

（４月～９月分まで）については、申込期間が平成２３年

２月末日までとなっておりますので、お早めに相談くだ

さい。

※申し込みには基礎年金番号と金融機関発行の通帳、口

座届出印が必要です。

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２１年２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、

誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに

なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

安心・便利・確実な口座振替

　国民年金保険料は、金融機関やコンビニで納めること

ができます。しかし、「忙しくて納めに行く暇がない…」

という方には口座振替をお勧めします。

　口座振替を利用すると、金融機関の口座から自動的に

国民年金保険料が引き落とされるので、毎月金融機関に

行く手間と時間がはぶけ、納め忘れの防止にもなり安心

です。申し込みは、納付書または年金手帳・通帳・印鑑

を持参の上、ご利用の金融機関・旭川年金事務所で手続

きしてください。

　申し込みや引き落としに手数料は一切かかりません。

口座振替開始は、申し込みの１～２カ月後となります。

開始月は後日送付される「国民年金保険料口座振替」で

確認してください。

一年分・６カ月分前納でお得な割引も

　また、一年度分・６カ月分を口座振替で前納した場合

は、月々納付に比べ割引もあり大変お得です。新規に口

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

「親子のふれあいの場」「子育ての悩み解消の場」とし「親子のふれあいの場」「子育ての悩み解消の場」としてて
～平成２３年度 子育て支援センター事業のお知らせ～　鰹問 子育て支援センター 拶３９‐２２２３

ところ　スポーツセンター  サブアリーナ
対象児　２歳児～就学前の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　体育あそび・ゲームあそびなど、親子で体を
いっぱい動かしてルールのあるあそびをします。

●ふれあい合同広場（登録なし）
　　２３年度は４月２８日鰹木 ～

と　き　毎月第４木曜日　午前１０時～１１時
ところ　スポーツセンター  サブアリーナ
対象児　０歳児～就学前の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　親子で自由あそび（ボール、跳び箱、マット、
トンネル、紅白玉入れ、トランポリン、ボールプール、
フラフープなどを使って、親子で体をいっぱい動かし
てあそびます）

「ふれあい広場」に登録を　

　２３年度の「ふれあい広場」登録親子を募集します。

募集期間　３月７日鰹月 ～１１日鰹金 
募集人数　火・水・金曜日　各４０組
受付窓口　保健センター２階　子育て支援センター
申込み　　保護者の方が直接受付窓口で、申込用紙に
必要事項を記入して提出してください。
※朝９時から先着順で受付。電話受付はしません。

●ひよっこサロン（登録なし）
　　２３年度は４月４日鰹月 ～

と　き　毎週月曜日　午前１０時～１１時３０分
ところ　保健センター１階
対象児　０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳）の親子
※保育所・幼稚園入所児、「ふれあい広場」登録児は
対象外
内　容　親子で自由あそび、絵本などの読み聞かせ

●子育てサロン（登録なし）
　　２３年度は４月４日鰹月 ～

と　き　毎週月・水曜日　午後１時３０分～３時
ところ　保健センター１階
対象児　０歳児～就学前の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　親子で自由あそび

●ふれあい広場（登録制）
　　２３年度は４月１２日鰹火 ～

と　き　毎週火・水・金曜日　午前１０時～１１時３０分
ところ　保健センター１階
対象児　０歳児～２歳児（誕生日がきて３歳）の親子
※保育所・幼稚園入所児は対象外
内　容　午前10時～11時は親子で自由あそび、１１時～
１１時３０分は保育士と親子が一緒にあそびます。

●ふらのっこクラブ（登録なし）
　　２３年度は４月２１日鰹木 ～

と　き　毎月第１・第３木曜日　午前１０時～１１時

　子育て支援センタ－では、さまざまな「遊びの場」をとおして子育て中の親子を応援しています。「親子の
ふれあい」「子育て中の親同士の仲間づくり」「子育ての悩みや不安の解消」のために集まって、育児の相談や
情報交換のできる場ですので、気軽にご利用ください。お待ちしております！



■冬の富良野の楽しみ方はいろいろ。スキー以外にも
富良野グループの公演や 仄仄 ゆきあかりなどのイベ

ほのぼの

ント、外国人の集まるバーで国際交流（大騒ぎ？）…。
観光地ゆえ、こうした環境があり、また、その中で地
元の私たちが遊ぶことにより、その環境は洗練されて
いきます。『冬を遊べ』。だって富良野人だもの。（し）

発行/富良野市

編集/総務部企画振興課広聴広報係

〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

富良野市ホームページ　

http://www.city.furano.hokkaido.jp/
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災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　

　　　　　　　　　午後６時～６時５分

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　２月２６日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ
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お知らせ版２月号は　２月１５日鰹火 　
広報ふらの３月号は　３月１日鰹火 　

発行です。
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■広報担当になってもうすぐ２年。記事への反響の
多さに驚いています。「編集後記だけ楽しみに見て
るよ！」と言ってくれる方も…。他の記事も一生懸
命書いているから見てくださいね。もう一つお願い
です。「私の美術館」など、投稿系の記事への情報
をお待ちしています。自薦、他薦問いません！（う）


